
薬
剤
に
ふ
る
雑
草
の
駆
除
試
験

第

七

報

敷

地

の

除

草

就

き

て

農

感

博

士

近

藤

高

太

良E

生fo:
jL  

原

安

夫

-
、
緒

雷

著
者
等
口
は
昭
和
一
五
年
四
l
五
月
に
賞
研
究
所
の
敷
地
の
雑
草
に
う
き
て
輔
剤
騒
除
の
試
験
を
行
ひ
て
、
雑
草
の
種
類
と
之
が
有
効
騒

除
剤
と
の
聞
に
、
戎
の
閥
係
あ
る
を
認
め
た
り
。
(
藁
量
は
坪
賞
、
石
友
窒
棄
は
反
省
〉

ヲ-

ナ
:
:
:
硫
酸
ニ
・
五
%
一
ニ
立
、
又
は
堕
素
酸
曹
達
四
・
二
%
四
立

、
ミ
ナ
グ
サ
:
:
:
硫
酸
ニ
・
五
%
了
五
立
、
硫
酸
繊
五
%
f
立
、
盛
素
酸
曹
建
問
・
ニ
d
w
四
立
又
は
石
友
窒
素
反
富
一

O
貫

ヅ

タ
チ
イ
ヌ
フ
グ

pi---硫
酸
ニ
・
五
%
コ
一
立

ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ピ
ラ
、
ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
:
:
:
硫
酸
一

O
M
了
五
立
、
又
は
盛
素
酸
曹
建
四
・
二
%
四
立

タ ツ
メ
ク
サ
、
ハ
ハ
コ
グ
サ
:
:
:
硫
酸
一

o
u
n
了
五
立

ピ

ラ

コ
:
;
:
石
友
窒
素
反
首
一
ー一O
貫

薬
剤
に
よ
る
雑
草
内
属
除
誠
厳

第
七
報

コ一六五



薬
剤
に
よ
る
緩
草
の
腐
除
誌
駿

智
七
且
鴨

一一一六六

イ
ヌ
ガ
ラ
シ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
ハ
マ
ス
グ
:
:
:
盤
素
酸
曹
建
四
・
二
%
四
立
等
、
前
年
D
試
験
に
績
き
て
、
術
試
験
を
行
ふ
の
必
要
あ
る
を

認
め
て
昭
和
一
六
年
に
も
梢
同
前
の
試
験
を
行
ひ
た
り
。

硫
酸
及
び
硫
酸
践
は
、
前
年
に
於
て
は
そ
の
浪
度
が
低
き
に
過
ぎ
た
る
を
認
め
、
又
車
業
融
市
首
逮
は
多
量
に
失
し
た
る
感
あ
る
が
放
に
、

.
本
年
は
在
三
種
薬
剤
の
用
量
を
ば
前
年
ず
と
異
に
せ
り
。

叉
昭
和
一
五
年
に
粗
種
子
の
型
水
濯
に
使
用
し
た
る
苦
盤
汁
液
を
敷
地
に
流
し
た
る
に
、
翌
年
の
春
に
そ
の
敷
地
に
は
他
の
地
面
よ
り
も

雑
草
の
殻
生
が
著
し
く
少
き
を
認
め
た
る
故
に
、
本
年
は
苦
聾
汁
を
用
ひ
て
、
そ
の
程
度
と
除
草
効
果
と
に
つ
き
で
試
験
し
た
り
。

叉
ハ
マ
ス
グ
は
敷
地
の
最
も
頑
強
な
る
雑
草
に
し
て
、
そ
の
根
絶
は
困
難
な
る
が
故
に
特
に
之
が
騒
除
に
つ
き
試
験
せ
り
。

=
、
敷
地
除
草
試
験
の
方
法

昭
和
一
六
年
五
月
一
四
日
研
究
所
製
粉
室
の
南
側
の
敷
地
を
選
ぴ
て
失
の
嘆
量
を
撒
布
せ
り
。

硫

醸
:
:
:
一

o
u
w博
液
坪
首
一
立

車
素
酸
加
累
・
:
・
:
五
%
溶
液
坪
首
一
立

硫

酸

蛾
:
:
:
二
O
d
w静
液
坪
営
二
立

苦
聾
汁
へ
比
豆
了

O
八
)
:
:
:
坪
営
三
立
、
六
立
、

一O
立

苦
盛
汁
(
比
京
一
・
二
八
v
・i
・
-
坪
嘗
二
立
、
一
二
立

別
に
槙
準
と
し
て
無
撒
布
直
を
設
け
た
り
。

強
め
雑
草
の
種
類
を
調
ぺ
、
五
月
一
五
目
、
二
一
一
日
及
び
六
月
九
日
に
そ
の
生
育
紋
態
を
視
察
し
て
、
襲
剤
撒
布
後
の
雑
草
の
種
類
を
調

べ
、
叉
六
月
九
日
は
雑
草
を
採
取
し
て
生
草
量
を
調
夜
せ
h
y
p



-
品
、
鼠

験

の

結

呆

右
試
験
の
結
果
は
第
二
設
の
如
し
。

• 

〈

イ

〉

硫

酸

一
O
M液
坪
富
一
立
を
撒
布
す
れ
ば
雑
草
の
被
害
は
弐
の
如
し
・

ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ピ
ラ
.

ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
・
:
:
撒
布
嘗
時
葉
は
褐
色
に
た
り
、

一
時
茜
レ
会
せ
ら
V
Q

れ
E
、
後
に
再
生
快
復
し
て
生

育
す
。

ギ
シ
ギ
シ
、
イ
ヌ
ガ
ラ
シ
:
・
:
・
地
上
部
は
殆
ん
ど
枯
死
す
る
も
、
叉
地
下
部
よ
り
幼
芽
を
再
生
す
。

ナ
ヅ
ナ
:
:
:
之
の
み
は
全
く
枯
死
せ
り
。

釆
本
科
:
・
・
:
禾
本
科
幼
植
物
は
多
数
費
生
せ
り
。
土
中
の
種
子
特
に
多
く
の
禾
本
科
種
子
は
客
せ
ら
れ
守
し
て
、
薬
剤
撒
布
後
約
二
句
に

し
て
幼
植
物
は
多
数
費
生
せ
り
。

〈

ロ

}

盤

素

酸

加

里

五
%
坪
嘗
一
立
撒
布
に
よ
り
て
、
そ
の
加
容
は
徐
K

に
現
は
れ
硫
酸
の
如
く
速
効
的
に
あ
ら
ざ
る
も
、
イ
ヌ
ガ
ラ
シ
の
一
部
を
残
し
て
全

部
の
雑
草
を
枯
死
せ
し
め
た
り
。
向
撒
布
後
に
費
生
し
た
る
幼
植
物
も
直
ち
に
枯
死
し
て
、
六
月
九
日
に
は
幼
植
物
の
費
生
を
見
る
と
と
た

か
り
き
。
建
草
量
は
標
準
匿
の
約
五
%
に
過
ぎ
や
。

〈ハ
V

硫

載

酸

軍
曹
剖
用
に
よ
る
暗
躍
稼
の
・
除
試
験

第
七
穣

三
六
七



試験敷地雑草柴舟j

昭和16年5刃14日撒布

第一表

羨
細
川
に
よ
る
雑
草
の
困
層
除
試
駿

第
七
磁

三
六
八

奏 徹 夜薬剤撒布後に 6局9
剤滋度分Ii雑草名 設住せる其の日の生

名 5局1吋5服日16局9日他の雑草 草置

えずメノカ !J1 J鹿殆ん 幼葉fI} 生育 Jピ工、ニ
出 ピラ ど格る生 ，、ホヨリ
3肌 スずメ Jテツ 、

ポウ " I " I " 1.>、ルタデ、

10% l'壁ナグナ鮒る枯死胎死スベリヒユ 1腕
ギシギシ 9 再生生盛背任薬剤撒布後

厳 に幼植物新
イヌガラy dy 授生す

堕 スピラずメノカ !J 轡なし傘死分佑 枯死雑草の新鐙

素 荷市弓醤立 ナ グ ナ " 1 " .1 " I ~をなし
駿 5% 庁 79g
加;I ~，~ I 1 ギシギシ 申 " ， n 

里 イヌガラシ "'"' "i 

-メノカタ 襲黒鑓少し!哲生育 Jピエ其の
硫 ピヲ

ナ グ 合集結る完分桔枯死他の零本科

駿仰す苦手Jメノテツ葉黒麹少し寄生育幼植物多敏ぬ8g
イヌガラシ か E柏震学る分 11 I I費生す

鐙
アレチノギグ 8 ・ ? I ? l 

ピラ Jカタ少，し害少し糧生育禾本殺の幼 I 

苦 ZJメノテツ 1/ I 11 I 1/ 随物様車の | 

1・伺 ナグナ襲柏る枯死指死約1/3~章生

堕〈民重〉号室アレチ"'.Jf!l 1 " 再 生生育す 叫 J

￥~.Jf ~1 " I " I ，， 1 I 

汁 イヌガラシ市 " I "1 I 
ツメグザ轡なし警なし 。
スずメノカタ
ピラ 少し事少し!書生育 アレチノギ

吉5 スずメノテツ " 1 " 1 " 1 _ _ __1 
ポウ グ、カズノ

同 ナザナ蜘る給死格死 1:2グサ、禾 | 
現《比重)1f怠立アレチノギグ 8 碍生皮育|本糾 512g I 



• 

繋 唱見 察 薬剤撒布後に 6月9
剤 浪礎 分量 縫 Z罪名

5周15日15周訟日16足9日
愛せる其の他 日の生

名 の雑草 草鯖

ギシギシ " 四 " 幼俗物極少汁 イヌガラシ H " 世 しft生す
ツメタサ 審なし 警なし ' 
スず "-.1カタ

少し害 少し審 生育、 ピラ ハマスゲ、
苦 スずメ Jテ'7

" n 町
ポウ 禾本科幼櫨

1.08 
コイヌガラシ 睡 給死

lijl宮 勧の愛生な哩 10立 ナザナ 結死 " 420g 
(比重〉

.If f/ lf '!/ " 再生 生育
し

アレチノギ， " N 骨
. 

tt 
イヌガラシ " " " 
スグメ Jカタ

少し害 少し奮 生育 禾本科の幼
苦 ピラ

スザメノテツ

" " " 徳物怪めて~ウ

1.28 
E2F 嘗立
ナグナ 業給る 枯死 少しi愛生す

理

葉柏学少分る柏し

1切g
〈上む重〉 ギシギシ 、" " 

イヌガラシ ， " 汁 る

ヅメタサ 警なし " 
スずメノカタ

少し害 少し審 生育 ギシギシ、
苦 ピラ

ス"メノテツ

" " " 千本科の幼ポウ

1.28 

号室
ナグナ 禁輸る 枯死 借物設住な

関

し
148g 

〈比重〉
"'" f/ .If f/ " 
イ買ガラシ
" 汁

ツメグサ 警なし 生育 " 
スずメノカタ

生育 ハルタデ、ピラ
標 スマ メノテツ

11 
アヲピヱ率、

ボウ ニ，、ホコリ、

コイヌガラジ
" ノピヱ、其
の他禾本

1355g 
ギグギシ " 科の幼値物

司匝
プレチノギタ " 震度極めて
ナ ちr ナ 成熟 多し

察
組用
に
よ
る
鰻
骨
阜
の
踊
除
誤
厳

第
七
銀

一六九



E

索
剤
に
よ
る
絵
昔
阜
の
.
除
試
厳

第
七
回
限

ピ
一
台
。

二
O
d
n坪
首
ニ
立
撒
布
に
よ
り
て
、
硫
酸
よ
り
も
尚
早
く
一
時
的
の
被
害
を
快
復
し
た
り
。
併
し
そ
の
生
草
量
は
硫
酸
直
よ
り
も
少
か
り

し
は
、
除
草
効
果
よ
り
も
、
そ
の
地
区
の
聞
係
に
よ
る
も
の
と
云
ふ
ぺ
し
。

《

=
v

苦

腫

汁

親
種
子
の
腫
水
濯
に
用
ひ
た
る
比
重
一
・

O
八
の
苦
撞
汁
は
坪
富
一

O
立
撒
布
す
る
も
効
果
十
分
な
ら
守
。

禾

本

科
・
・
・
:
・
被
害
な
し
。

ヨ
イ
ヌ
ガ
ラ

hv

・
ナ
ヅ
ナ
・
:
・
:
枯
死
す
。

他

の

雑

草
・
・
・
・
・
・
被
害
島
る
も
再
生
す
。

時
四
草
量
は
標
準
の
約
一
ニ

O
Mな
り
。

苦
盛
汁
の
原
液
〈
比
重
了
二
八
)
坪
富
三
立
撒
布
の
効
果
は
戎
の
如
く
、
雑
草
の
褒
生
を
或
る
程
度
防
止
し
得
た
り
。

禾

本

科
;
:
:
生
省
問
題
く
し
て
、
幼
植
物
の
費
生
な
し
。

建
事
量
は
標
準
の
約
一

O
M。

二
立
撒
布
に
て
は
劫
輔
の
稀
少
き
は
嘗
郊
と
一
冨
ふ
ぺ
じ
。

1
・

以
上
の
結
果
に
よ
り
て
、
右
の
築
剤
に
て
は
何
れ
の
直
も
雑
草
を
根
絶
す
る
と
と
能
は
守
し
て
、
之
が
根
絶
に
は
、
堕
素
酸
加
里
は
五
dn

溶
液
を
坪
賞
一
立
以
上
撒
布
す
ペ
く
、
苦
聾
汁
も
原
液
を
少
く
も
坪
営
四
立
以
上
を
流
し
込
む
如
く
撒
布
せ
ざ
る
べ
か
ら
守
、
然
ら
ざ
れ
ば

雑
草
の
根
絶
は
不
可
能
な
り
と
見
ゆ
。
叉
硫
酸
及
び
硫
酸
雌
は
相
官
大
な
る
一
溝
皮
に
て
も
一
時
的
の
効
果
に
止
ま
り
て
、
後
に
再
費
生
又
は

種
子
よ
り
新
し
く
資
生
す
る
を
認
め
た
り
。

• 



〈ハ噌スゲの密生地〉

『

剣書簡 寝見 察 書庫剤撤干胃後
i箆度 J法蟹 華量草名

5局15日 I5刃包日 16刃16日
様に車授主主ずる

名

硫 ハマスグ 襲傘分枯 アレチノギれた句

銅13富立S スれメノカ!I10%， 
ピラ 少し望書 夕、イヌガ

殴 アレキノギt 結死 ラ::.-H主主す

硫
， ，、守スグ 襲傘分給 警なし 大震生 禾本殺の幼れた句

10-'" 
fi15嘗 スeメJカタ '廃絶れた 11 h 徳物イヌガ2立 ピラ 句

酸 アレチノギタ 格 死 ヲシお往す

盟| ，、『スザ 警なし 慈賞緑色 ヨE鰍色併存J3にす0 禾本科の幼して

E1F 曾立 スマメ Jカタ

" 絡死
%生

摘物少しi夜、ピラ

里 アレチノギタ " 韓 生

，、『スザ額 容なし賊腕してモ禾本科の幼 l

索
E3FS立首 スずメノカ !I ， 枯 死生存す 値物の震生白酸 5% 
ピラ

加
里 アレチノギタ 11 I 11 なし

苦 ハマスゲ 自医傘分絡 業少し轡 大震生
禾本科の幼

題 1.28 停嘗 篇わたり 縞物少しft3立 ス、Pメノカ!I 枯れた汁
I!ラ り 嘗なし 生育

主主

苦 ハマスゲ 業傘分柏 葉少し害 設 生
禾本科の幼

里E 1.28 fi15宮 れたり
植物少し震

汁 4立 スずメノカピ 建枯れた
警なし 生 育ラ り 生
一一一一一一

硫 ハマスゲ 容なし 生 育 主主育旺盛 ~本斜の幼

スずメノカ!I

" h につき鍬 値動多くa酸 20% 節1省立 ピラ

イヌガラシ h 11 にて宵111J 生す
鐙

ヨイヌガラシ 少し獲 主こ句 . 

ハマスヂの襲剤試験

5周 14日織布時期

第二表

田
宮
創
用
に
よ
る
縫
昔
阜
の
属
除
試
駿

第
七
綴

三
七
一

本試厳庖』士山マスグの密生地区にしてスヂ~"カタピラ、アレチノギタは

主主の聞に少叡混在してゐるに池ぎず。

-~;_ d町・

備考



甚
索
創
用
に
よ
る
擁
草
の
駆
除
試
随
想

.回

ハ
マ
ス
伊
の

も
困敷
難地
主k 雑
る草
はと
，、し
マて
スそ
グの
~駆
り除
。の

よ最

くハマスゲの散生地3

騒
除
試
験

っ
て
ハ
守
ス
ダ
の
密
生
地
、
及
び
散

生
柚
を
漣
ぴ
て
同
前
の
方
法
に
よ
り

て
硫
酸
、
聾
素
酸
加
盟
、
苦
聾
汁
、

硫
酸
磁
の
溶
液
在
撒
布
し
て
そ
の
効

果
を
見
た
る
結
果
は
第
二
、
三
、
同

表
の
如
し
。

鶏
量
及
び
雑
草
・
の
故
況
は
表
に
一
京

す
が
如
し
。

第
二
衰
に
よ
れ
ば
ハ
マ
ス
グ
の
密

生
地
に
表
記
量
の
腫
素
酸
加
里
、
硫

掛
川
、
硫
酸
錦
、
苦
堕
汁
を
撤
布
し
た

第
七
回
報

一一一七二

ハマスグの柴劃j試験

5月 14日

刻奨名 温度 分量 量産穆名 I .観 察
6月17日の

!5周15日I5月泊日 I6日日
残草置
く主主尊〉

硫
E2F 醤立
ハマスゲ 葉少し審 生

~育旺盛
a 

重量 20% 
育
につき鍬

鐙 コイ買ガラシ 少し審
にでけず 一

りたり

現
ハ守スゲ 極めて少

素 スマメノカタ
れ?こ句 しく生存

酸 5% E1FE立哲 ピラ
"曽 枯死

加 ギシギシ
極めて少

lC陥

" h 

里
しく生得

コイヌ iIラシ 同 師 給 死

堕
，、守スゲ 警なし

漢字分格 僅占t・て少

業 スずメノカ j旨
れたり しく生寄

酸 5% E2FZ立Z ピラ " " 給死
加 ヨイヌガラシ 少し轡

38 
11 11 

塁 ~~~:V 警なし " " 
5局泊日

標
，、苛スザ 再設住す

スずメノカタ に大5費生

ぜラ につき鍬 禾本車専の

Jfν Jf ~ にて一回 幼植物大
* 420 

骨量 削り取句

?こり 15挫す

第三表

撒務時期

-生草置少きは5周23日以後の設生置なるによる。



る
に
、
盤
素
酸
加
盟
以
外
は
、
仮
令
ハ
マ
ス
ダ
に
一
時
被
害
あ
り
し
も
回
復

じ
て
効
果
た
か
り
き
.
叉
瞳
素
酸
加
里
も
五
%
坪
嘗
一
立
に
て
は
効
果
少
く

一
一
一
立
に
て
も
根
絶
困
難
な
る
を
認
め
た
り
・

第
三
表
に
よ
れ
ば
ハ

T

ス
ヂ
の
散
生
地
に
於
て
も
結
果
は
同
前
な
れ
芝
、

臨
素
酸
加
里
の
効
果
は
密
生
地
よ
り
は
効
果
大
た
り
。

第
四
表
に
よ
れ
ば
盟
素
酸
蜘
里
五
%
溶
液
三
立
は
約
一

O
M
の
ハ
マ
ス
ダ

の
建
省
宇
一
を
見
た
り
。
四
立
区
は
僅
か
に
ニ
必
の
瑛
草
量
に
過
ぎ
や
。
相
賞
の

効
果
を
呈
せ
り
.

墜
素
酸
加
畏
撒
布
と
同
時
に
、
六
月
一
七
日
鍬
に
て
約
一

m
の
深
さ
よ
り

ハ
マ
ス
グ
の
地
上
部
一
宮
完
全
に
除
去
し
た
る
に
、
之
は
聞
も
無
く
再
費
育
し

て
、
八
月
一
七
日
に
は
無
届
理
直
の

1
一4
の
雑
草
が
費
生

b
、
旺
盛
に
生
育

、し
9

L
あ
り
・
さ
れ
ば
鍬
に
て
削
り
取
り
の
無
効
な
る
と
と
を
知
る
。

玉

、

結

論

及

摘

要

昭
和
一
五
年
及
び
二
ハ
年
の
二
度
の
敷
地
除
草
試
融
危
綜
合
す
れ
ば
、
堕

素
酸
曹
一
連
四
・
二
%
博
液
坪
首
四
立
以
上
又
は
捜
索
酸
加
里
五
%
熔
液
持
嘗

/ 

盗
品
剤
に
よ
る
緩
怠
の
届
除
試
厳

第
七
回
開

ハマスヂ密生地の盟素酸加里撒布試験

撒布時期 6 用 17日

第四表

剤型商
湿度 分量 ，雑草名

観 察 8閉17

名 6用問 17后2日 I 8 ~ 11日
日生草
量

堕 郎32立誌・
ハマスグ 殆んど枯 殆んど筒

淡ー・標緑色のハマス 宣‘

5% 死 死
ゲ 費量の約10%

素 イヌガラシ
生惇 936 

駿

格死

加 ハマスゲ 殆んど枯 殆んど箱
黄色の貧弱なる

里 N Tg 死 死
ハマスゲ標準の

イヌガラ y 枯死
2%生存 111 

蜘| ハ マ ス ゲI鍬鈎取93るこ4標て生削準存の句I 1壁警のfl25%I 2127 

l!l無腕)¥¥ I I 1 17鍛 J
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二
、
堕
素
酸
加
盟
は
、
五
d
n
溶
液
乞
坪
嘗
一
立
以
上
撒
布
令
ざ
れ
ば
一
般
雑
草
の
根
絶
は
不
可
能
な
り
。
殊
に
ハ
マ
ス
グ
、

ギ
シ
ギ
シ
等
の

薬
剤
に
よ
る
穫
琢
の
巌
除
説
駿

第
七
曜

=
一
七
四

四
立
以
上
を
撒
布
す
れ
ば
、

ハ
マ
ス
グ
、
ギ
シ
ギ
シ
の
如
き
頑
強
た
る
雑
草
も
根
絶
せ
し
め
得
ぺ
く
、
タ
く
も
一
ヶ
年
は
雑
草
の
費
生
を
防

止
し
得
る
た
り
・
他
に
用
ひ
し
硫
酸
、
硫
酸
蹴
、
苦
膿
汁
等
は
一
時
的
の
効
果
に
止
ま
り
で
、

ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
、
内
マ
ス
グ
、
ギ
シ
ギ

シ
等
の
頑
強
雑
草
の
生
育
す
る
地
阪
に
て
は
賞
際
的
効
果
の
少
き
そ
認
め
た
り
。

て
昭
和
戸
五
年
の
試
験
に
績
き
て
、
昭
和
二
ハ
年
に
研
究
所
敷
地
の
除
草
に
つ
き
盟
素
酸
加
豆
、
硫
階
、
硫
酸
蟻
及
苦
膿
汁
の
効
果
試
験

を
行
ひ
た
り
。
特
に
ハ
マ
ス
ヂ
に
つ
き
で
試
験
乞
反
痩
施
行
せ
り
。

頑
健
雑
草
花
封
し
で
は
坪
嘗
四
立
以
上
撒
布
す
る
も
乞
要
す
。

一
一
一
、
硫
酸
一

o
u
w坪
常
一
立
、
硫
融
蛾
ニ
o
u
n坪
嘗
二
立
撒
布
は
、
除
草
効
果
一
時
的
に
止
ま
り
て
、
後
に
再
生
又
は
種
子
の
新
種
芽
を
見

る
た
り
。

凶
、
苦
堕
汁
は
原
液
を
坪
嘗
問
立
以
上
流
し
込
ま
ざ
れ
ば
雑
草
の
棋
絶
困
難
な
り
。

文

献

(1) 

近
蔵
官
同
太
郎
・
笠
原
安
夫
羨
刷
用
に
よ
る
雑
草
の
騨
除
滋
陸
相

第
て
田
明

農
業
研
究

第
三
四
忽

一
八
凡
1
二
七
一
一
良

昭
和
一
七
年

ハ
昭
和
一
七
年
九
周
二
五
H

大
原
農
業
研
究
所
)


